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１調査の目的
東京都の児童・生徒の学びに向かう力等に関する意識及び学校の指導方法等を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、各学校の
教育指導の充実や組織的な授業改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、児童・生徒の学力向上に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

２調査期間と調査対象
令和５年５月15日（月）～26日（金）小学校第6学年、中学校第3学年 ５月29 日（月）～６月９日（金）小学校第5学年、中学校第2学年

６月12日（月）～23 日（金）小学校第4学年、中学校第1学年 ※原則として、特別支援学級に在籍している児童・生徒は、調査の対象としない。

３ 調査内容と調査方法
（１）児童・生徒：児童・生徒の学びに向かう力等に関する意識を学習者用コンピュータを用いてウェブシステムを通じて回答
（２）学 校：学校の指導方法等を調査

４ 調査結果の概要（学習の進め方に関する項目について）
※裏面にて

５ 調査結果の分析

～学びに向かう力とは～
○主体的に取り組む態度
・知識・技能や思考力・判断力・表現力を身に付けるための
粘り強い取組を行おうとする意思

・自分の学習状況を振り返り、進め方を試行錯誤しようとする
意思

○自己の感情や行動を統制する能力
○自らの思考を客観的に捉える力

（１）学習の進め方について「テストでま
ちがえたときは、なぜまちがえたのかを
考えている」、「答えだけはなく、考え
方も確かめながら学習している」、「大
切な言葉や公式などは、意味を理解して
覚えるようにしている」の３項目は小・
中学校ともに肯定的な回答が80％を超え
た。

この３項目は、毎年、都の平均よりも高
くなっている。
本市の児童・生徒の学習の進め方の特徴
として、原因の追究や意味理解を大切に
していこうとするなど、学習内容を深く
理解していこうとする姿勢があると言え
る。

（２）「他の人と意見がちがったときは質
問をして相手の考えを確かめている」
「自分が考えたことを、積極的に他の人
や先生に伝えようとしている」の項目は、
50～65％に留まり、他の項目より低い結
果となった。
これらの項目は令和３年度から継続して
低く、本市の児童・生徒の学習の進め方
の特徴の一つと言えそうである。
ただし、小・中学校とも毎年向上傾向に
あり、小学校は都の平均より４％以上高
くなった。中学校も、以前は都の平均よ
り２～５％程度低かったものの、今年度
はほぼ同等あるいは平均より２％以上向
上している。
各教科等における言語活動の充実に関す
る各校の授業改善の取組が成果として表
れていると考えられる。

（３）令和３年度より、肯定的な回答が
５％以上高まっている項目について、小
学校は10項目、中学校は７項目であった。
特に、小学校は「学習をしてもできるよ
うにならないときは、学習の方法を工夫
している」が10.8％、「どうやったらう
まくいくかを考えてから学習を始めるよ
うにしている」が9.4％向上した。
中学校は「自分が考えたことを、積極的
に他の人や先生に伝えようとしている」
が7.6％、「他の人と相談して考えを深め
るようにしている」が7.3％向上した。

小学校は個別最適な学びで求められる学
習を自己調整していく姿勢が、中学校は
協働的な学びのうち特に対話的な学ぶ姿
勢について、向上していると言える。

（４）小・中学校で10％以上差が生まれて
いる項目は、「集中して学習に取り組ん
でいる（11.5％の差）」、「どうやった
らうまくいくかを考えてから学習を始め
るようにしている（13.6％の差）」、
「自分が考えたことを、積極的に他の人
や先生に伝えようとしている（11.3％の
差）」の3つで、全て小学校の方が高い
結果となった。

発達段階によって回答の傾向も変わるで
あろうことは考慮しなければならないが、
今後の連携や接続を考えたとき、（３）
の小・中学校それぞれで特に向上してい
る項目を含め、児童・生徒の学習の進め
方に着目した小・中学校間の協議を行う
ことは有効であると考えられる。

６ 調査結果の活用について
（１）学校は、児童・生徒の個人票を作成し、児童・生徒が自分の学習の進め方の特徴などを知り、今後どのようなこと

に気を付けて学習を進めるとよいかなどを考える機会をつくる。
（２）昨年度、学校代表者（校長会代表、副校長会代表、教務担当者の代表等）による教育課程検討委員会にて、全国学

力・学習状況調査の結果とともに本調査の結果を分析した。その結果、学びに向かう力の涵養を目指した「授業改
善推進プラン」を各校で作成した。今年度は、本プランに基づき、各校で授業改善に取り組んでいる。
今回の本調査と全国学力学習状況調査の結果を受け、各校で授業改善プランを見直し、より児童・生徒の実態に即
した教育活動を実践していく。
合わせて次年度の教育課程に反映して行くために、年度末に取組の評価及び分析を行う。




